
初版から 3５年超にわたり「官」「民」の技術者に選ばれ続けている、積算・設計に携わる方の必読・必携の書！ 

官庁・民間での実務経験豊富な研究会員が編纂した「最も権威のある《最新歩掛対応版》」 

～豊富な実例が解決する～ 

給排水衛生設備「積算」「設計」実用完全ハンドブック（新編第３訂） 

建築設備積算設計研究会 編著/ B5 判/約1,200 頁(別冊共)/ 定価 ￥35,850（税込） → Web 特価￥33,350（税込） 

1200 ㌻にわたる積算（約800 ㌻）・設計（約400 ㌻）実務の実際！ 

この分厚さだからこそ自分で咀嚼して腹落ちさせ、実務に応用できる 

これ1 冊で給排水衛生設備工事ができる・わかる本 

 

大別冊 

〔１〕 

《実例ビルの一貫したくわしい設計計算例》 

空調・衛生設備の設計計算実例 
【一般設計計算と公共建築設計計算を併記】 

●大成建設空調衛生設備研究会編の「実用・空調衛生

設備設計データブック」を底本として，実際の中規模

ビルまるごと，設計計算を詳解！●約100 ㌻の大別冊 

設計計算の8 千円相当の本を＜PDF 版＞に収録。 

大別冊 

〔２〕 

《配管系統図に基づく》 

機器・器具・管の拾い方から 

一位代価・内訳書作成までの実務 
【屋内消火栓・連結送水管設備編】 

●系統図の拾いの基礎を例題解説 ●積算手順を実際

の金額入り・計算例付で詳説。●計算ソフトを使うに

しても，実務者として知っておくべき積算の基礎的ス

キル。●約60㌻に纏めた＜PDF 版＞！ 

別冊 

〔３〕 

≪図面に基づく≫ 

管の拾い方から内訳書作成までの 

積算実務 【給排水設備編】 

●設備積算の基礎知識 ●給排水設備積算のA 材・B 

材の別 ●給排水設備の図面構成 ●図面からの拾い、

その集計●実際の金額入り・計算例付で解説。●約20 

㌻に纏めた＜PDF 版＞！ 

最新歩掛 

〔４〕 

《最新年度版》 

国交省公共工事積算基準＜機械設備編＞ 

給排水衛生に関する主要改正点 

●実際に単価を入れた計算例を豊富に収載。●配管工

事の全ての管種、全ての呼び径、全ての施工場所につ

いて、最新単価、最新労務費、引上げ後の「その他」

の率（経費率）で計算工程と共に掲載 

第Ⅰ編 機械設備工事の概算 

第1 章 機械設備工事の概算 

第Ⅱ編 共通工事 

第１章 土工事 

第２章 コンクリート工事 

第３章 ポンプ・給排水器具設備工事 

第４章 塗装及び防錆工事 

第５章 搬入費と総合調整費 

第６章 リフォーム，診断・設備概算 

第Ⅲ編 設 計 編 

第1 章 給 水 設 備 

第２章 給 湯 設 備 

第３章 排水・通気設備 

第４章 消 火 設 備 

第５章 ガ ス 設 備 

第６章 し尿浄化槽設備 

第７章 排水再利用設備 

第８章 給・排水設備技術基準・図解集（図8.1～図8.61） 

第Ⅳ編 民間工事積算・計算編 

第１章 見積の概要 

第２章 見積の準備 

第３章 見積の手順 

第４章 工費の算定 

第５章 見積の実例（その1 ビル工事の見積） 

第６章 見積の実例（その2 器具廻りの見積） 

第７章 見積の実例（その3 機器廻りの見積） 

第８章 見積の実例（その4 屋外配管廻りの見積） 

第９章 増改修工事見積 

第Ⅴ編 公共工事積算・計算編 

第１章 公共建築工事標準単価積算基準と計算例 

◇配管工事・表Ｍ1－1－1～Ｍ1－1－56 全管種,全管径別 

及び保温工事・防錆工事Ｍ1－1－57～Ｍ1－1－76 また 

Ｍ1－4－8～Ｍ1－4－12 など複合単価作成例500 パターン 

第２章 衛生陶器まわりの配管工事の計算例 

第３章 種々の複合単価計算例 

第４章 改修工事単価作成例複合単価計算例 

第Ⅵ編 各種工事・積算の参考例編 

第１章 増圧直結給水方式の導入に伴う取扱い 

第２章 塩化ビニル管(ＶＵ),ますの歩掛りと計算例 

第３章 ダクタイル鋳鉄管の形状･寸法と価格･内訳書計算例 

第４章 陶管の形状・寸法及び単価計算と歩掛表 

第５章 実例・設計計算・設計図・施工図 

第６章 ダクタイル鋳鉄管（NS 形・GX 形・S50 形・ 

NS 形（E 種管））について 

４大別冊付録   無料進呈 



国土交通省「給・排水設備技術基準」を 26 ページにわたって全載してあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

国土交通省「給・排水設備技術基準」を 26 ページにわたって全載してあります 

 

 

 

 

 

 



実際の建物の設計図を全載しました！ 

 

 

 

 

  



数多くの例題を盛り込み，様々な設計についてもその設計例と解答をわかりやすく説明してあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



厚い本ならではの 丁寧な詳しい解説が至るところで充実！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



厚い本ならではの 丁寧な詳しい解説が至るところで充実！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国土交通省・公共建築工事積算基準（機械設備編）の計算方法を分解して詳説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



屋内・機械室・便所・屋外配管 150種余の各管径ごとの複合単価計算をすべて算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サイズ別 1m 当り単価 複合単価 

一目でわかる！ 



類書にはありません!! 数多くの例題を盛込み，順をおって計算の仕方を説明しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



消防設備の配管と注意事項をこまかに説明してあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新企画の別冊により，積算に必要な基礎知識も含めて解説を充実させました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「積算」「見積」の実務の基礎を重点的に解説。計算ソフトに依存して，手作業での拾い・集計・積上げ計算が 

できないといったことがないよう，初学者にも役立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



積算実務のみならず，基礎的な知識の拡充を図れるように関連資料・図表・図説を満載！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



既存愛読者様からのご要望に基づく新企画別冊。こうした実践的な丁寧な解説が実用的です 

 

 

 

 

 

 

 

  上記の集計表において，拾った配管の数量に対して，「補給率」を掛けて，数量を割増ししている。小数点以下を切り上げる。 

  定尺４ｍの配管を以下のように接続する場合には，半分に切断する。定尺が，4m・5mのものがあるので，留意する。 

   

 

（参考・引用文献６・p830） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


